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学位論文審査結果報告書 
平成 31年 1月 30日 
大学院医学研究科長様 
 
下記のように学位論文の審査を終了したので報告いたします。 
 
【審査結果要旨】 
  氏名 蓬田 翔太 
  学位論文題名 Involvement between social defeat stress and pain-related 
behaviour in an application of the nucleus pulposus rat model 
(ラット髄核留置モデルにおける疼痛閾値関連行動と社会的ストレス
との関与) 
 
 申請者は、Sprague-Dawleyラットにおいて、尾椎から採取した椎間板髄核を 
L5 神経根上に留置することにより誘発される神経障害性疼痛が、社会的敗北ストレ
ス social defeat stress (SDS）によって影響を受けるか、影響を受けるとすれば、痛
覚伝導路や下行性疼痛抑制系のグリア細胞の変化と関連しているかを検討した。 
 その結果、SDS負荷ラットでは髄核留置による機械的疼痛閾値の低下が遷延し、髄
核留置によって早期に後根神経節と脊髄後角でグリア細胞、ミクログリア細胞が増加
し、SDS負荷によって後期に腹外側中脳水道灰白質でグリア細胞が減少した。これら
の結果は、髄核留置によって惹起される機械的疼痛閾値の低下には後根神経節と脊髄
後角でのグリア細胞、ミクログリア細胞が関与していることを示唆し、SDS負荷によ
ってそれらが遷延化することには腹外側中脳水道灰白質でのグリア細胞減少が関与
していることを示唆するものである。 
 平成 30年 12月 20日に開催した学位論文審査会において発表された以上の内容に
対して、研究方法、研究結果、結論のいずれもが概ね妥当であると評価されたが、曖
昧な箇所や統一性のない表現などがみられること、図の表記が不十分なこと、考察に
おける解釈を裏付ける論文の引用を増やすなど改善すべき部分があることが指摘さ
れた。その後、申請者から修正版が提示され、学外評価者のものを含めた指摘に対し
て適切な修正がなされたと判断した。 
 以上により、本研究は、腰椎椎間板ヘルニアなどの神経障害性疼痛が心理社会的ス
トレスによって遷延化し、その神経学的機構として下行性疼痛抑制系の機能低下が関
与していることを示す新しい知見であり、臨床的にも有意義な研究と考え、本審査委
員会は申請された論文が学位論文として適当であると判断した。 
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